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１ 問題と目的 

（１）全国的な状況 

平成１１年１２月，中央教育審議会答申に

おいて「キャリア教育を小学校段階から発達

段階に応じて実施する必要がある」とし，「キ

ャリア教育の実施に当たっては家庭・地域と

連携し，体験的な学習を重視するとともに，

学校ごとに目的を設定し，教育課程に位置付

けて計画的に行う必要がある」と提言されて

いる．その背景には，２０世紀後半におきた

地球規模の情報技術革新などに起因する社会

経済・産業的環境の国際化，グローバリゼー

ションがある．このような社会構造の変革は，

子どもたちの成育環境を変化させると同時に

子どもたちの将来にも多大な影響を与えかね

ない．平成２３年１月，中央教育審議会はキ

ャリア教育を「一人一人の社会的・職業的自

立に向け，必要な基盤となる能力や態度を育

てることを通して，キャリア発達を促す教育」

と改めて定義し，職業教育は「一定又は特定

の職業に従事するために必要な知識，技能，

能力や態度を育てる教育」と定義している．

また，基本的なこととして，専門学科におけ

る職業教育の重要性について，中央教育審議

会答申は地域の産業・社会においてどのよう

な人材が求められているのかを把握し，その

需要にこたえていくことが必要であると述べ

ている． 

（２）専門学科における進路指導の状況 

厚生労働省（2016b）の新規高校卒業就職

者の離職状況調査では，平成２４年度新卒者

における就職１年目から３年目までの離職率が，

約４０％と報告されている．高校を卒業し就

職した時点では，３年後の離職を想定してい

る生徒はいないだろう．仕事を行う中で，何

らかの困難に直面し離職するケースが，依然

として多いことが伺える． 

また，専門高校では普通科高校に比べて，

現在も学校経由の就職システムが機能してい

る（本田，2009）．職業安定所で高校生求人

を受け付け，確認印を押された求人票が学校

に届く．生徒は学校に届けられた求人票に記

載されている業種や勤務体制と自分の適性を

相互に吟味し，教師と相談の上，選考試験を

受ける企業を決定する．一見，生徒の希望を

尊重した進路選択が行われているように見え

るが，求人票が届いた時点で初めて具体的な

進路を考えるという状況も起こっている． 

酒井（2007）は，入学時に注目した研究に

おいて，高校教育や専門教育への動機づけを

もたない生徒が専門高校に入学するという事

態も指摘している．消極的な意思で入学し，

卒業後のビジョンを持たないまま高校生活を

送り３年次の進路選択を迎えることもあり，

安易な進路選択に繋がる可能性もある． 

（３）A 高校工業科における進路指導の現状 

A 高校工業科においても，進路実現を目指

した教育活動が行われている．しかし，高校

卒業後，高校生活とのギャップから社会生活

への適応に時間を要したり，想像とは大きく

違った経験から，悩みを抱え離職や退学を選

択してしまう者も存在している．社会に直結

する専門学科において，生徒自らが主体的に

進路選択を行うための授業を展開する意義は

大きいと考える． 

さらに，A 高校工業科は入試を一括募集で

行い，１年次前期（入学～９月）の間は，工

業科の基礎的知識（工業技術基礎実習，工学

数理）について共通して学ぶ．その後，１年

次後期（１０月）から各４学科（機械工学科，

電子工学科，制御工学科，環境工学科）に分

かれ，卒業まで専門学科における学びを深め

ていく（図１）．各４学科における専門的学習

内容が，卒業後の就職先や進学先に大きく影



 

響するため，１年次における学科選択は非常

に重要な要素を含んでいる．将来どのような

職業に就きたいのか具体的にイメージできな

いまま学科を選択してしまうと，自己の進路

実現に大きな障害となってしまう． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）研究の目的 

この A 高校工業科において，重要な位置づ

けにある学科選択に臨む生徒に対して，総合

的な学習の時間を活用し，有用な「進路探求

プログラム」を構築すべく，そのプランニン

グを具体的に試みること，それが本研究の目

的である． 

A 高校工業科１年次では，各４学科の専門

的学習内容を学ぶ職業教育は実施されている

ものの，自己の卒業後の進路を主体的に考察

するためのキャリア教育は十分とはいえない．

進路実現に直結する各４学科での専門的学習

へと移る前に，生徒自らが将来のビジョンを

十分にイメージした上での学科選択を実現す

るためには，総合的な学習の時間が果たすべ

き役割は大きい． 

本研究では，A 高校工業科を想定しつつ，

卒業後の進路を見据え主体的に学科選択を考

え，進路選択に必要な知識や情報を得るため

の基本的な視点を明らかにし，総合的な学習

の時間を「進路探求プログラム」として構築

することを試みる． 

 

２ 方法 

実習校 ：山梨県内公立 B 高等学校  

「進路探求プログラム」のプランニングに向

けた基礎的研究作業として，（１）文献調査，

（２）実習校教師への聞き取り調査，（３）高

卒者採用企業社員への聞き取り調査，（４）実

習校授業観察を実施する．それらの調査結果

を踏まえつつ，プラン作成に向かう． 

 

３ 調査結果と考察 

（１）文献調査 

 総合的な学習の時間では，全体計画及び年

間指導計画の作成に当たっては，学校におけ

る全教育活動との関連の下に，目標及び内容，

育てようとする資質や能力及び態度，学習活

動，指導方法や指導体制，学習の評価の計画

などを示すこととされている（文部科学省，

2009）．  

このことから，A 高校の教育目標を踏まえ，

プログラムの目標を，「高校卒業後の進路を意

識して学科選択を行う．卒業後の進路を主体

的に考え，進路に関わる目標を持つ」とする

のが妥当といえる． 

花井・清水（2012）は，１年次からの選択

の違い（就職・進学・未定）によるキャリア

発達は２年次まで影響していることが見受け

られるため，「１年次での進路選択を念頭に入

れての支援が効果的」だと報告している．児

美川（2013）は，次のように述べている．「な

ぜ，“その職業（仕事）をやりたいと思うのか”

の根っこに存在するもの，人を支援したいと

かコツコツと物事を地道にやり遂げることに

満足感を感じるとか，といったより深いレベ

ルでの『価値観』については，十分に意識化

しておいたほうがよい．（中略）大切なのは，

職業（仕事）それじたいではなくて，自分の

『軸』に基づく価値観を実現することである

と気づけるはずだからである」．前述したよう

に A 高校工業科１年生は，前期末（９月末）

に学科選択を行うことから，入学して間もな

い１年次前期に高校３年次の進路選択を念頭

に入れたプログラム内容を実施する必要があ

図１ A 高校工業科における進路指導の現状 



 

る．しかし，進路に関する多くの選択肢を持

ち合わせていない１年生が，具体的に卒業後

の進路を決めようとすれば，他者から勧めら

れた進路や友達と一緒の進路など，主体性を

欠いた進路を選びかねないという懸念がある．

早い時期から進路選択を考えることとは，自

分はどのようなことに興味があって，何を大

切にするのかという自分の価値観を，早い時

期から認識していくということであると考え

る．生徒が主体的に選択した進路とするため

にも，高校入学後から自分の価値観を意識し，

卒業後の進路を具現化するための意味あるプ

ログラム内容を考案したい． 

主体的に進路選択を考えるプロセスは，自

己を知ることと多様な進路選択の在り方を知

ることが相互に関連付けられ，自己の可能性

を模索していく過程である． 

厚生労働省管轄の国家資格であるキャリ

アコンサルタントは，自分の適性や能力，関

心などに気付き，自己理解を深めるとともに，

社会や企業内にある仕事について理解するこ

とにより，その中から自身に合った仕事を主

体的に選択できるようにすることを目的とし

ている（厚生労働省，2016a）．このキャリア

コンサルタントの目的は，専門学科における

進路指導の目的と多くの点で共通している．

このような理由から，図２のようにも整理さ

れているキャリアコンサルタントの視点や内

容を，本研究のプログラム作成において参考

としたい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）聞き取り調査 

紙幅の関係上，プログラム作成において特

に関係が深い回答のみを掲載する．なお聞き

取り項目は以下に示す内容である． 

◎高卒就職者の早期離職をどう感じているか 

◎卒業後の進路に関して，生徒が高校在学中

にできることや教師ができることはあるか 

◎インターンシップをどう捉えているか 

① 実習校 B 高校教師より 

 実習校 B 高校において，教師への聞き取り

調査を行った結果，以下の回答を得た． 

教師 A； 

○世の中には様々な人がいる．高校の時期か

ら他者の多様性を認め，視野を広げられる

ようにしたい． 

○専門教科以外でも地元を知り深める活動

を取り入れたい．また地元観光業で本校生

徒がお手伝いさせてもらえたらと思って

いる．地元活性化につなげるためにも，生

徒の活躍に期待している． 

教師 B； 

〇生徒は仕事に対するイメージや知識が少

ない．子どもが親の働いている姿を見るこ

とが少ないし，親も子どもに対して仕事を

語ることが少ないと感じる．教師が多くの

仕事を語ることはできないが，教師という

仕事を生徒に語ることで，少しでも仕事へ

のイメージを持てるとよい．インターンシ

ップを有効に機能させることで，自分がイ

メージしていたもの以外の様々な側面が

見えてくると思う． 

〇授業において自分で考えて行動する力を

つけさせたい．教師が全部指示してしまう

のではなく，生徒が考えみんなで協力して

作業を行うことで，社会に出てから例え困

りごとがあったとしても，自分で解決の糸

口を見つけていけるのではないか． 

教師 C； 

〇自分の性格などを把握していないのか，自

分の適性と希望する仕事内容にずれが生

じているように感じる．仕事には様々な側

面がある．接客業と言っても，お客さんと

話をするだけではないということが認識

できていないことがある．世の中の仕事を

もっと知る必要がある． 

図２ キャリア・コンサルティングの流れ 

（厚生労働省 HP を基に作成）． 



 

以上３名の教師の聞き取りから，多様な価

値観の受容，地元を知ること，職業への理解

や働くことへのイメージ，主体性・協働性，

自己に対する認識の大切さが挙げられた． 

② 高卒者採用企業社員より 

高卒者採用を行っている企業で働く社員

３名（K 社・N 社・Y 社）への聞き取り調査

を行った結果，以下の回答を得た． 

K社社員； 

〇異年齢間のコミュニケーションがうまく

取れないため，業務がスムーズに遂行でき

ないことがある．このようなことが重なっ

ていくと，社内での気まずさを感じて離職

につながってしまうのではないか． 

〇部活をやっておいた方がいい．問題解決能

力が養える．大会や出品など，１年間の中

でもいくつかの目標に向かって努力をす

るから．勝つためにはどうしようか，上位

に入るためにどうしたらよいかと考えて，

努力する精神が身に付くので． 

N社社員； 

〇上司とのコミュニケーション感覚や社会

人マナー認識の違いで悩む若い社員がい

る．例えば，会社を休む時は電話を入れる

のが当たり前だという考えの上司がいる

のに対して，休む連絡を SNS 等で伝える

若い社員がいる．若い社員は，電話で休む

連絡をするという手段（概念）を知らない

ので，全く悪気はない．しかし上司は，あ

いつは常識が無いと認識する．ぎくしゃく

した関係が始まる． 

Y社社員； 

〇高卒者と大卒者で，例え同じ年齢であって

も高卒者の方が細かい指示を与えないと

動けないことが多い．具体的な指示に対し

ては遂行してくれるのだが，先回りして考

え，率先して行動しようとする姿勢は少な

い． 

〇高校生は年齢が離れた人と，同じ空間で作

業を行うという経験が少ない．在学中疑似

的に体験することも難しいと思うが，社会

に出ると異年齢間のコミュニケーション

能力がかなり必要であることを認識して

おくことは大切． 

〇インターンシップに来る前に 

模擬面接のようなことをやっておくとよ

い．生徒と会社の人との事前打ち合わせの

時，初対面の人との会話になるので．知ら

ない人に対してどういう言葉遣いや態度

で臨んだらよいかを確認しておいた方が

よい．インターンシップ最中も，基本的な

ことだが，あいさつ・正しい日本語・時間

を守ることは，当たり前にしておいてほし

い．“俺，何すればいいっすか？”は正し

い日本語ではない． 帰りも“さようなら”

だけでなく，“お先に失礼します．明日も

よろしくお願いします”と学校とは違う言

葉遣いを少し使える方が好感度が上がる． 

以上３名の社員の聞き取り調査から，異年

齢間コミュニケーション能力，問題解決能力，

協働性，先を読んで行動する力，社会人マナ

ーの重要性が挙げられた． 

 

（３）実習校授業観察 

 ５月から１２月まで毎週月曜日，２時間連

続で展開される授業を参観した．主に生徒が

知識を得る時間，その後，班ごとに課題を解

決する時間という流れで構成されていた．教

師は，生徒がこれまで得た知識を活用して課

題を解決できるように課題設定を工夫し，生

徒の主体性や協働性の育成を主なねらいとし

ていた．生徒は限られた時間の中で課題を解

決するために，器具の選定，行動計画，班員

の役割分担等を行っていた．約８か月間の授

業観察を通して，課題に対する生徒の解決力

が明らかに向上している様子を見ることがで

きた．具体的には，班員で話し合い協力して

課題を解決する力，班員の個性を活かした役

割分担，作業工程に応じた行動力，個々の知

識・技能の定着等である．  

生徒が主体的に行動し課題を解決するた

めには，教師が生徒の既有している知識量を

把握し，新たに必要とされる情報を提供する

こと，課題解決に向かう思考過程を予測する

ことが不可欠である．さらに，限られた時間

の中で解決できる課題を設定することが重要

ある．そして，生徒の主体的な解決を促すた



 

めに，教師は解決策を与えるのではなく，あ

くまで解決の糸口を与えることに留めること

も大切である．授業観察で得られたこのよう

な視点も，プログラムの教材作成及び展開案

の参考とした． 

以上，先行研究及び文献調査，実習校教師

及び社員への聞き取り，授業観察を踏まえ，

自己を知ることから，職業や働くこと・多様

な進路を知ることへと展開するプログラムと

した．そして，プログラム終了時点で，これ

までの学びと自分を相互に関連付けて省察す

る構成とした．また，主体性や協働性の大切

さやコミュニケーションの重要性について，

プログラムユニット作成における視点とした． 

 

４ 「進路探求プログラム」の構築 

（１）総合的な学習の時間を活用したプログ

ラム（プラン） 

表１が，プログラムを構成する各ユニット

名である．本プランは５つのユニットで構成

される． 

 
表１ 総合的な学習の時間 

進路探求プログラム 構成ユニット 

１ 自己を知る 

２ 進路をイメージする 

３ 地域の産業を知る 

４ インターンシップ事前学習を通して

働くことを考える 

５ 進路に向けて課題意識をもつ 

なお，具体的な実施計画について，最終頁

に掲載した． 

 

（２）プログラムユニット全体を通して 

プログラムの実施後において，自分自身の

進路に対する意識の深まりがあること，そし

て，その意識の深まり自体を生徒自身が視認

化することが重要であると考える．総合的な

学習の時間オリエンテーションにおいて，プ

ログラムの意図（学科選択前までに卒業後の

自分の進路をイメージするために実施するプ

ログラムであること）を説明する．その後の

実践では，自己を知るための活動と多様な進

路を知る活動を行い，自分と多様な進路を相

互に関連付けて考察する活動を行う．そして

プログラム終了後，学科の選択理由が卒業後

の自分の進路のイメージに基づいているかを

確認する．さらに総合的な学習の時間を通し

て生徒の学びが深まったかを確認する． 

また，実施教師にとってプログラムのねら

いがわかりやすく，運用が煩雑でないことが

重要であると考え，生徒が記入するワークシ

ートとは別に，プログラムユニットの意図や

授業進行方法等を掲載した教師用冊子を作成

した． 

 

（３）各ユニットについて 

１ 自己を知る 

本研究での自己を知る目的は，多様な進路

と相互に結び付けて探求していくためである． 

職業適性（※人と職業（役割）とのふさわ

しさ）は，かつては「能力的適性」だけに注

目した捉えられ方をされることが多かったが，

近年は，その人物のパーソナリティなど，能

力以外の面も含めて，個人の特性を総合的に

捉えるべきものであるという認識が広まって

いる（厚生労働省, 2012）．自分がどのような

性格であり，どのようなことに興味・関心が

あり，何を大切にしたいのかといった価値観

を知ることで，自分に適した進路選択を行う

ことができると考える． 

自己を知る活動は，自己肯定感を損なわな

いようにすることや，自己はこれからの生活

において絶えず変化していくものと捉え，今

後も理解を続けていくことが大切であること

に留意する．また，抱く感情や気持ちを表現

する言語が不足している場合もあるため，感

情や性格を表す一般的な言語を補助的に示し

た教材を用いることとした．入学して間もな

い時期であるため，授業担当教師の生徒理解



 

にも役立つよう，自己についての文章（自己

紹介文）にまとめる活動を取り入れた． 

 

２ 進路をイメージする 

A 高校工業科１年生は，後期（１０月）か

ら４科のうちいずれか１つの学科を選択し卒

業まで専門的な内容を学ぶため，学科選択の

前までに将来どのような進路を選ぶのかイメ

ージする必要がある．自分がやりたい・やれ

ること・やるべきことは何なのか，それは高

卒でできるのか，進学が必要なのかを吟味す

ることが不可欠である．このプログラムユニ

ットでは，卒業後の進路を見据えるために必

要な，多様な進路に関する知識や情報を提供

する．ここで言う進路に関する知識や情報と

は，様々な職業理解と上級学校の理解につい

てである．職業理解とは，職業，産業，事業

所，雇用・経済・社会状況を理解することで

ある（木村，2010）．また，入学して間もな

い生徒が，進路に関する知識や情報と卒業後

の自分を関連付けて捉えるために，卒業生の

進路データを元に卒業後の進路の例を挙げて

情報提供を行うことが望ましいと考える． 

 

３ 地域の産業を知る 

A 高校工業科３年生は，就職希望者のうち

山梨県内に就職を希望する生徒が多い（過去

３年間のうち３年生全体で就職希望者が７

６％．そのうち９０％が県内就職）．地元で働

くことを望む生徒が多く，地元へ就職させた

いという保護者の希望も強い．しかし，A 高

校における１・２年次の進路指導の中で，山

梨県内の産業や地域に存在する職業に対する

理解を深めるための指導が十分に実施されて

いないのが現状である．生徒が納得のいく進

路選択を行うためには，１年次から県内には

どのような職業が存在しているのかを知り，

自分の希望は県内でかなえられるのか，希望

をかなえるために高校生活でできることは何

かを模索する必要があると考える．このプロ

グラムユニットでは，山梨の産業や職業を知

り，自分の進路の可能性を考える．また，現

在と数年後の社会情勢が必ずしも一致してい

ないことを推察し，AI や IoT の躍進による産

業構造の変化等を踏まえ，多角的に進路につ

いて考察させる． 

 

４ インターンシップ事前学習を通して 

働くことを考える 

高校生は，家族や親戚，近所の人など身近

に働いている人を通じて，自分なりの就労の

イメージを形作っている．ただしそのような

環境から得られる働くことへの情報は限定さ

れており，生徒が抱く働くことへのイメージ

は偏りがあると推測される．働く人は様々な

理由や目的を持って働いており，各々の職業

を選択した理由は，生活環境や価値観によっ

て多種多様である．進路選択には様々な視点

があることを知り，自分の置かれている環境

や自己の価値観と結び付けて進路を考える機

会としたい． 

勤労観や職業観を培い職業適性や将来設

計について考える場として，インターンシッ

プが推進されている．インターンシップは，

コミュニケーションの重要性や仕事の大変さ

など，身をもって体験できる重要な機会であ

る． 

しかしながら，古閑（2011）は，今日，イ

ンターンシップの一般化が進んだ結果，学生

にとって，「インターンシップで何を学ぶか」

ということよりも，「参加すること」そのもの

が目的となってしまっているケースがみられ

るようになっていると指摘している． 

インターンシップでの学びを，より現実味

のある自分の将来に結び付けて学べる機会と

するために，特に事前学習において，企業で

何を体験しようとするのか，何を学んでこよ

うとするのかといった，個々人が視点を持て

る活動を取り入れたい．何の視点もなく体験

に行くのと，何かを学ぼうとする視点を持っ



 

ていくのとでは，学びの質が異なってくると

考える．このプログラムユニットでは，イン

ターンシップ事前学習としてその意義を学ぶ

とともに，働く際に必要なスキルや職業選択

の多様な価値観を知り，個々人が仕事現場で

学び取る視点を持つ活動を実施する． 

 

５ 進路に向けて課題意識をもつ（総括） 

前述したように，本研究では自己と多様な

進路とを相互に結び付けて思考し，卒業後の

進路を踏まえて学科選択に臨むための進路探

求を実施する．卒業後のライフスタイルに見

通しを立てるとともに，高校生活での目標を

持つことが大切である．このプログラムユニ

ットでは，これまでのプログラムユニットで

の学びを踏まえて，卒業後のライフプラン・

キャリアプランを立てて学科選択を考えると

ともに，自己の高校生活の目標を設定する活

動を実施する． 

 

５ おわりに 

来年度は，今年度作成した総合的な学習の

時間「進路探求プログラム」を実際に適用し

た現場での実践を通して，その有効性につい

て検証する予定である．そして，そこで得ら

れた検証結果を踏まえ，他の専門学科の総合

的な学習の時間等へ利用もできるのか，その

可能性も探りたい． 

本研究では，文献調査や実習校で得られた

知見，企業での聞き取り調査等をもとに，卒

業後の進路を踏まえた学科選択を行うための

視点を明らかにし，進路探求プログラムを作

成した．この研究で得られた視点に基づいた

教育活動は，総合的な学習の時間の授業内だ

けで完結してしまうのではなく，高校生活全

般において教師・生徒共に継続していくこと

が大切であると考える． 

また，本研究において企業で働く社員への

聞き取り調査を行った際，次のような話があ

った．「教師は会社に比べて，上司・同僚・顧

客という概念が少なく，社会の仕組みをあま

り体感的に知らない．社会に出る生徒を目の

前にして教える教師が，まずは多様な世界を

知ることも大切なのではないか．」筆者自身，

社会への知識を増やし，社会を語るための素

養を養うことも今後の課題である． 
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